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１．調査の概要

○熊本市を中心とする５市６町１村に対し、郵送配布、Web回収形式で調査を実施した。

○本体調査は市町村別の目標サンプルを十分に確保でき、付帯調査についても高い回収率となった。

調査結果の概要

令和７年度
都市交通

マスタープラン
策定

令和６年度
現況分析
将来予測

令和５年度
事前検討
実態調査

令和４年度
事前検討

■調査実施地域：５市６町１村

■調査の概要

●調査地域：熊本市を中心とする５市６町１村（熊本都市圏）

●調査時期：令和５年(2023年)10月～11月

●調査地域世帯数：約51万世帯

調査地域人口：約109万人

●ゾーン設定：Aゾーン12、Bゾーン61、Cゾーン231

●抽出率：2.4%

●対象者：熊本都市圏内の約4.9万世帯

（令和5年７月1日時点の住基台帳無作為抽出）

●調査方法：郵送配布・郵送回収

（Web回答併用）

●ロット：基本3ロット＋予備ロット

●目標回収率：25.0%

●有効回収率：30.7％［14,970世帯］

●有効サンプル数：29,818［サンプル率2.9%］

令和３年度
予備調査

■本体サンプル取得状況

2.4% 2.4% 2.4% 2.4% 2.4% 2.4% 2.4% 2.4% 2.4% 2.4% 2.4% 2.4%

3.0%

2.4%

2.9%

2.8%

2.7%

2.4%

2.9%

2.8%

2.5%

2.8%

2.4%

2.5%

2.2%

2.4%

2.6%

2.8%

3.0%

3.2%

熊本市 宇土市 合志市 大津町 菊陽町 西原村 御船町 嘉島町 益城町 甲佐町 宇城市 菊池市

目標サンプル率 サンプル率

■付帯調査回収率

（普段の生活などに関する調査）

■スケジュール

２．本体調査の概要

・本都市圏の総人口（５歳以上）は前回調査の2012年（H24）から1.06倍と増加している。

・年齢別人口分布の推移は、前回調査から約10年スライドした分布である。

・男性の免許保有率は若年層で減少し、女性の免許保有率は高齢層で増加している。

■人口推移

■年齢別人口分布の推移

■免許保有率の推移（男性）
■免許保有率の推移（女性）

1,044.9 千人（1.06）

989.7 千人

※（ ）値は2012（H24）を基準とした伸び率

若年層で減少

高齢層で増加

約10年スライド

（H24）

（R5）

（H24） （R5）

（H24） （R5）

（H24） （R5） （H24） （R5）

参考：高齢化率の推移

（65歳以上人口割合）
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（H9）
919.8 千人

（H9）

都市圏計

配布数 90,063

回収数
（郵送）

18,534

回収数
（Web）

9,282

回収数
（総数）

27,816

有効回収率 30.8%
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調査結果の概要

・代表交通手段では、自動車分担率が増加しており、公共交通分担率は減少している。

・自動車分担率を属性別にみると、男女ともに高齢層で増加している。

・公共交通分担率は、男性では若年層で増加し、女性では高齢層で減少している。

・年齢別でみると、外出人口１人あたりのトリップ数、人口1人あたりのトリップ数、外出率は減少している。

・総トリップ数、生成原単位、外出率は全て、前回調査の2012年（H24）から減少している。

■年齢別外出人口1人あたりのトリップ数

（ネット）

■年齢別外出率

生成原単位・外出率 人がある目的をもって、ある地点からある地
点へと移動する単位

トリップ

ある地域に居住する人が行う1人1日あたり
の平均トリップ数

生成原単位

人口1人あたりのトリップ数グロス

外出人口1人あたりのトリップ数ネット

外出人口が全人口に占める割合外出率

全体

在宅勤務の実施
（外出していない人のうち）

実施した

21.4%

実施していない

78.6%

2.47 2.78
2.21

2.97 3.14
2.79

83.2%
88.5%

79.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0

1

2

3

4

5

1997(H9) 2012(H24) 2023(R5)

ト
リ
ッ
プ
数

/
人

グロス ネット 外出率

■自動車分担率（男性） ■自動車分担率（女性）

■公共交通分担率（男性） ■公共交通分担率（女性）

平均2.85ﾄﾘｯﾌﾟ/人

平均3.20ﾄﾘｯﾌﾟ/人

平均2.35ﾄﾘｯﾌﾟ/人

平均2.95ﾄﾘｯﾌﾟ/人

平均82.4%

平均92.1％

（H24） （R5） （H24） （R5）

（H24） （R5）

（H24） （R5） （H24） （R5）

（H24） （R5） （H24） （R5）
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2.47
2.78

2.23

2.97
3.14

2.83

83.2 
88.5 

79.0 
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100.0

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

1997 2012 2023

グロス ネット 外出率（トリップ/人）

■総トリップ数の推移 ■生成原単位と外出率の推移

（H24） （R5）
（H24） （R5）

（H9）
（H9）

生産年齢人口
生産年齢人口

生産年齢人口

■年齢別人口1人あたりのトリップ数

（グロス）

①文言１行目修正

※生産年齢：15歳以上65歳未満

②大きくが何をもって大きいとしているか？
③議会資料と整合を図る
H24 5.8%⇒5.9
R5 5.3⇒5.2
④※を記載

5.9

5.2

5.9

(%)

※割合は、それぞれ四捨五入しているため、端数において合計とは一致しない場合がある

■代表交通手段別トリップ構成

5.9

5.2

（H24）

（R5）

（H9）

5.9

単位の%は削除
してください。

前回と同様に公
共交通の部分を
拡大を作成してく
ださい

17.6 

15.7 

15.5 

16.3 

10.3 

9.4 

0.9 

3.8 

2.6 

59.3 

64.4 

67.3 

4.1 

3.8 

2.8 

0.7 

0.7 

1.0 

1.1 

1.4 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1997

2012

2023

徒歩 自転車 バイク 自動車 バス 市電 鉄道

■代表交通手段別トリップ構成

（H24）

（R5）

（H9）

※割合は、それぞれ四捨五入しているため、端数において合計とは一致しない場合がある ※公共交通分担(拡大)

213.4
253.7

222.3

12.1

18.4

11.1
1.9

3.2

0.1

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

1997 2012 2023

都市圏内々 都市圏流出入 都市圏外々

(万トリップ/日)

22.4
55.3 62.5

177.5

194.3
144.2

27.5

25.7

26.8

65歳以上 15～64歳 5～14歳

（H9） （H24） （R5）

※（ )値はH09を基準とした伸び率

※ は総トリップ数

（1.13）

（0.74）

（1.04）

（0.88）

（0.60）

（0.03）

227.4 275.3 233.5
（0.85）

※（ ）値は2012（H24）を基準とした伸び率

227.4?
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調査結果の概要

・目的別トリップでは、通勤、通学、帰宅目的が増加、私用、業務目的が減少している。

・市町村の発生集中量では、熊本市中央区、東区、南区が多い。

・熊本市の内々流動についても、全体的に減少している。

・市町村間の流動では、全体的に減少しているものの、北東部関連流動に増加が見られる。

■目的別トリップ構成

私用Ⅰ 買物・食事・レジャー・散歩等 

私用Ⅱ 通院・送迎・その他私用 

業務Ⅰ 販売・配達・会議・集金・作業等 

業務Ⅱ 農林漁業作業 

帰宅Ⅰ 通勤・通学の復路 

帰宅Ⅱ その他帰宅 

 

■市区町村間の流動の変化

（H24）

（R5）

（12.8）

■地域別発生集中量の変化

（熊本市内の流動）

（27.6） （38.4）

（26.7） （10.6） （39.8）
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（H9）

（20.8） （17.0） ※目的分類

※割合は、それぞれ四捨五入しているため、
端数において合計とは一致しない場合がある

※2023圏域で追加した地域を含む数値

※2023圏域で追加した地域を含む数値

※

※

（39.7）
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71
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71
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70
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67
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65
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62
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61

伊東歯科
口腔病院
61
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59
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調査結果の概要

・買物の実施頻度は「月1～5日」が最も多く、主な交通手段は約8割が自動車である。

・主な目的地は、熊本市に多く集中するが、菊陽町、合志市、大津町、宇城市、宇土市等も見られる。

３．付帯調査（普段の生活などに関する調査）結果

■1か月の買物の実施状況

■外出時の主な交通手段
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■買物で外出する際の主な目的地

■通院で外出する際の主な目的地

■娯楽で外出する際の主な目的地

ゆめタウン光の森
1,045

イオンモール熊本
994

ゆめタウンはません
790

鶴屋百貨店
604

アミュプラザ
くまもと
452

メガセンタートライアル
上熊本店
403

宇土シティモール
364

THE FACTORY
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346

サクラマチ
フードウェイ
307

イオンタウン
田崎
305

ゆめタウンサンピアン
305

マックスバリュ
サンロードシティ熊本店
296

サンリブシティ
くまなん
284

ハローデイさくらの森店
277

ゆめマート
清水
272

イオン大津店
272

メガセンタートライアル
大津店
221

マックスバリュ
新戸島店
218

イオンモール宇城
218

ゆめマート松橋
218

マックスバリュ
西熊本店
215

益城町

菊池市

大津町合志市

西原村

御船町

甲佐町

宇城市

宇土市

熊本市

菊陽町

嘉島町

実施無し, 

13.2%

月1～5日, 

34.1%

月6～10日, 

28.5%

月11～15日, 

9.5%

月16～20日, 

7.9%

月21日以上, 

6.9%

自動車(自分で運転), 

65.6%

自動車(他の人が運転), 

11.0%

バス, 2.0%

徒歩, 12.0%

自転車, 6.0%

バイク, 1.8%

■1か月の通院の実施状況

■外出時の主な交通手段

実施無し, 

48.7%月1～5日, 

48.1%

月6～10日, 

2.1%

自動車(自分で運転), 

58.9%
自動車(他の人が運転), 

14.6%

バス, 4.1%

徒歩, 10.7%

自転車, 

5.1%

バイク, 

2.1%

タクシー, 2.6%

実施無し, 

48.4%月1～5日, 

39.7%

月6～10日, 

8.2%

月11～15日, 

1.6%

■1か月の食事・社交・娯楽 の実施状況

■外出時の主な交通手段

自動車(自分で運転), 

57.6%

自動車(他の人が運転), 

18.3%

バス, 6.4%

徒歩, 8.3%

自転車, 3.5%

バイク, 1.3%

・モバイル端末の所有状況は約9割で、主に使用するモバイル端末の種類はスマートフォンが約9割である。

・モバイル端末での公共交通支払いは１割未満である。

■モバイル端末の所有状況 ■主に使用するモバイル端末の種類
N＝23,677N＝25,415

■モバイル端末で行うこと

（22,323）

（14,808）

（9,216）

（2,041）

（9,145）

（2,578）

持っている, 

93.6%

持っていない, 

6.4%

・通院の実施頻度は「実施無し」が多く、主な交通手段は約7割が自動車である。

・主な目的地は、熊本市に多く集中するが、菊陽町、合志市、宇城市等も見られる。

・食事・社交・娯楽の実施頻度は「実施無し」が最も多く、主な交通手段は約8割が自動車である。

・主な目的地は、熊本市に多く集中するが、菊陽町、合志市、大津町、宇城市、宇土市等も見られる。

N＝25,566

N＝21,496

N＝25,566

N＝12,350

N＝25,566

N＝12,220

①タイトル修正（P1と同じ記載）に変更
②月１～５日？グラフと単位が異なる。
③主な交通手段は・・・自動車である
④通院⇒娯楽
⑤右下箱書き、修正

（777）

スマートフォン, 

91.2%

携帯電話, 

7.7%

いわゆるガラケー削除



68.4%

30.1%

28.6%

34.5%

24.2%

9.3%

10.2%

71.7%

32.6%

33.2%

21.3%

18.0%

4.2%

14.3%

70.2%

29.6%

29.9%

27.3%

18.7%

4.7%

11.8%

59.0%

31.2%

25.0%

14.4%

12.7%

20.0%

17.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

公共交通の運行本数少ない・目的地までの便がない

近くにバス停や駅がない

乗り換えが面倒

公共交通の料金が高い

公共交通が時刻表通りにこない

運転できない・運転を頼める人がいない

その他

15～29歳
30～49歳
50～64歳
65歳～

66.0%

31.0%

28.6%

21.5%

16.8%

11.1%

14.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

公共交通の運行本数少ない・目的地までの便がない

近くにバス停や駅がない

乗り換えが面倒

公共交通の料金が高い

公共交通が時刻表通りにこない

運転できない・運転を頼める人がいない

その他

ある, 
35.9%

なし, 64.1%

37.2%

32.5%

21.4%

17.8%

11.0%

6.7%

4.2%

4.1%

23.9%

37.6%

33.2%

26.1%

20.4%

11.3%

9.5%

6.2%

3.7%

18.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

コロナの影響で外出を控えているから

以前に比べ体力が落ちたから

お金を浪費したくないから

外出する暇がないから・面倒だから

インターネットで生活が完結するから

屋内で活動したいから

外出する移動手段がないから

免許を返納したから

その他

平日 休日

←(ガイド:右側)_見出し&リード文ボックス開始(ガイド)中心線→← (ガイド:左側) _見出し&リード文ボックス開始

調査結果の概要

・５年前に比べて、平日休日共に約３割が外出が「減った」と回答している。

・平日は約4割が5日外出しており、休日は約8割が少なくとも1日は外出している。

・5年前と比べて外出頻度が減った理由としては、平日休日ともに「コロナの影響で外出を控えているから」が多い。

■1か月の外出頻度の変化（5年前に比べて）

■外出が減った理由

- 5 -

30.9%

31.0%

61.3%

62.3%

7.7%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平日

休日

減った 変わらない 増えた

15.8%

23.1%

10.4%

42.0%

10.5%

34.9%

10.5% 8.3% 44.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平日

休日

0日 1日 2日 3日 4日 5日

■現在の外出頻度（週当たり）

N＝24,495

N＝24,060

N＝24,495

N＝24,060

N＝1,571

N＝5,253

N＝1,141

N＝730

N＝2,685

N＝4,613

N＝3,329

N＝546

N＝2,985

病気や治療に

関する理由, 

48.3%

身体的制

約, 10.3%

生活環境の変化, 

31.0%

感情, 3.4%

その他, 

6.9%

病気や治療に

関する理由, 

47.8%

身体的制約, 

13.0%

生活環境の変化, 

21.7%

感情, 4.3%

その他, 

13.0%

平日 休日

■外出が減った理由（その他）

・公共交通を利用する際の困りごとがある人の割合は約4割であり、地区別では、熊本市周辺部において割合が高い。

・困りごとの具体的内容は、「公共交通の運行本数が少ない・目的地までの便がない」が多い。

・年齢別でみると、若年層は「公共交通の料金が高い」が、高齢層は「運転できない・運転を頼める人がいない」が多い。

■公共交通を利用する際の困りごとの有無

N＝24,791

■公共交通を利用する際の困りごとの内容

■公共交通を利用する際の困りごとの内容（年齢層別）

（986)

（2,761) （5,870)

（1,492)

（1,914)

（2,545)

N=986

N=2,761

N=5,870

N=1,492

N=1,914

N=2,545

①文言修正
②ここだけ％表示
③他と記載内容をそろえた

（1,272)

N=1,272



43.3%

9.8%

12.9%

21.9%

30.2%

11.2%

3.1%

38.1%

14.8%

16.0%

23.8%

27.8%

13.1%

3.8%

44.4%

25.1%

18.1%

20.7%

17.8%

9.9%

4.6%

40.7%

36.3%

25.3%

15.8%

7.4%

9.9%

3.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

一定料金でバス・電車が乗り放題になる制度

足腰の弱い人や車いすの人などを自動車で目的地まで

運び用務を手伝うサービス

大型のタクシーなどが安い相乗り料金で地域の中をま

わるサービス

近くに交通機能が集約された施設などが整備される

スマートフォンのアプリ1つで目的地までの検索や決

済ができるサービス

補助的な交通手段を貸し出すサービス

その他

15～29歳

30～49歳

50～64歳

65歳～

38.1%

23.3%

18.2%

18.2%

16.2%

10.0%

3.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

一定料金でバス・電車が乗り放題になる制度

足腰の弱い人や車いすの人などを自動車で目的地まで運び用

務を手伝うサービス

大型のタクシーなどが安い相乗り料金で地域の中をまわる

サービス

近くに交通機能が集約された施設などが整備される

スマートフォンのアプリ1つで目的地までの検索や決済ができ

るサービス

補助的な交通手段を貸し出すサービス

その他

←(ガイド:右側)_見出し&リード文ボックス開始(ガイド)中心線→← (ガイド:左側) _見出し&リード文ボックス開始

調査結果の概要

・魅力的な移動支援のサービスでは、「一定料金でバス・電車が乗り放題になる制度」が最も多い。

・年齢別でみると、高齢層は「足腰の弱い人や車いすの人などを自動車で目的地まで運び用務を手伝うサービス」、

若年層は「スマートフォンのアプリ１つで目的地までの検索や決済ができるサービス」が多い。

■魅力的な移動支援のサービス

■魅力的な移動支援のサービス（年齢層別）

③道路整備、維持管理に関する意見

①公共交通の改善に関する意見

④その他に関する意見

②交通渋滞の解消に関する意見

- 6 -

（9,452)

（4,523)

（5,777)

（2,478)

（4,023)

（4,508)

N=9,452

N=4,523

N=5,777

N=2,478

N=4,023

N=4, 508

道路が狭いため、自転車での移動がしづらい
です。自転車と自動車が分離されていないた
め、通勤・帰宅時は非常に危険な状況です。
（40代男性 熊本市中央区）

信号交差点がない熊本西環状道路のよう
なバイパスを整備してもらいたいです。
TSMC立地後、ストレスしかない状況です。
（30代男性 合志市）

バスの増便と、近隣へのバス停の設置を
希望します。電車は中心市街地へ飲食に
向かう際、重宝してます。これ以上、運賃
の値上げにならないことを希望します。深
夜運行があるとありがたいです。
（50代女性 合志市）

バスの料金がもう少し安くなって欲しいです。
（10代女性 益城町）

熊本県は車がないと移動が大変です。地下鉄
や路面電車などで市内やあちこちに乗り換え
なしで移動できたら良いと思います。
（60代男性 菊陽町）

合志市としては、熊本電鉄とJR・市電の乗
り換えがスムーズにできると公共交通手段
での移動がしやすくなります。
（40代男性 合志市）

高齢化率が進展する中で公共交通機関が
統廃合されるのは不便さを増長し外出頻度
の減少につながると思います。
福祉の観点から、町内巡回バスの便数を増
加し、運行路線を増やしてほしいと思います。
また、高齢者だけでなく子供への対応として
も大事と考えています。
（30代女性 菊陽町）

住宅地の道路でスピードの出しすぎが多いのではな
いかと思います。子供、老人の歩行者を考えて運転
して頂きたいと思います。
（80代男性 合志市）

駅やバス乗り場の近くに駐車場があったら使いやすい
です。
（40代女性 大津町）

朝、夕ピーク時は国道3号や熊本西環状道路の渋
滞により通行しづらい状況です。細街路を通行せざ
るを得ないため、安全性が心配です。また、細街路
から幹線道路に流入し渋滞を悪化させていないか
気になっております。
（30代女性 熊本市南区）

公共交通機関（バス）を利用しても、渋滞にまき混
まれて、到着時間が読めないです。バスの到着を待っ
たりバス停まで行く時間を考えると、自家用車の方が
市街地には早く到着するため、夕ピーク時は自家用
車を利用することが多いです。
（40代男性 嘉島町）

セミコンテクノパークでは、朝夕の渋滞がひどいため、
公共交通機関がより便利になったり、道路工事等で
交通状況が改善したりすると大変ありがたいと感じ
ています。
（20代女性 菊陽町）

特に朝夕の出勤、帰宅時に熊本市内の渋滞がひど
いです。それに伴いバスの遅延が当たり前のようにあり
ます。（40代女性 御船町）

バスは定刻通りに運行するべきと考えており、そのた
めにはバス専用レーンの整備が必要と考えています。
（40代男性 熊本市南区）

・熊本都市圏の交通に関する理想の要望、現在感じる問題は、「公共交通の改善」が約5割と最も多く、「交通渋滞

に関して」が約4割、「道路整備、維持管理に関して」が約2割である。

■熊本都市圏の交通に関する理想の要望、現在感じる問題について

48.7%

40.6%

21.7%

20.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

公共交通の改善

交通渋滞に関して

道路整備、維持管理に関して

その他

（2,929)

（2,446)

（1,306)

（1,246)

（877)

N=877
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